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大腸菌 K-12株の性を決定している因子で，最もよく知られているものに， F 因子がある口この因
子を持った細胞 (Fつは， F 因子を持たない他の細胞 (F-) へ，自己の染色体を移すことが可能であ
る D 我々は近年，この F 因子と非常に関連深いと考えられる溶原性 bacteriophage tau の分離に成
功した口すなわち，この phage tau が， F+ 細胞に感染した時， F 因子は， phage の増殖，および
溶原化を，干渉することが明らかにされている口 このような episome 間の干渉現象は，遺伝子複製
等の制御機構を解明していくうえに，ひじように興味ある現象と考えられる。
この論文では， tau phage が形質導入をおこないうることを見出し， tau phage による形質導入の
様式等を，特に F 因子と関連づけながら，調べた結果を報告している。以下その要旨を述べると，
1. tau phage は， lactose および maltose の醗酵能に関する遺伝子，および purine ，methionin e 守
および tryptophan 要求性に関する遺伝子を，運ぶことができる。
2. 一般に突然変異株には， one point mutant から，大きな deletion mutant まで，種々な
mutant がある。 tau phage を用いて， lactose 醗酵能に関する遺伝子を，このような種々な変異株
に運びこませた時，非常に大きな deletion mutant には， tau phage は形質導入を行なうことがで
きないD
3. tau phage の形質導入に対して， F 因子は干渉しないことが明らかになった。このことから，
形質導入の能力を持った phage には， F 因子の干渉を受ける遺伝子が欠けていると考えられる。
4. tau phage により形質導入Clactose) を行なったばあい，運び込まれた lactose marker は安
定である。したがって， tau phélge による形質導入では， λphageや， φ80 phageによる形質導入
時に見られるような heterozygous state の存続は考えにくい。
5. tau phage を用いて， Fーに形質導入を行なった時，形質導入された細胞のほとんどが， tauphage 
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により溶原化されていた。しかし， F+ では，形質導入を受けた細胞のほとんどが， tau phage を持
たないことが分った。形質導入と関係なく，外部からの正常 phage の感染による溶原化が， F-及び
F+ 細胞に，どのような率で起るかを， reconstruction 実験で調べると， Fーでは，形質導入実験と同
じ割合で， tau phage の溶原化が起るが， F+ では，形質導入実験時に比して，高率に正常 phage
の溶原化が起っていることが明らかになった。したがって， F+細胞に，形質が導入される時形質導入
能のある phage の遺伝子と， F 因子とが，何等かの形で形質導入 phage とは関係なしにF+ 細胞に
感染した正常 phage の溶原化を，抑えるのではないかと考えられるが， これらの機構の詳細につい
ては，今のところ不明である。
6. tau phage は，ひじように不安定な phage であり，たとえば， tau phage の Iysate を， 40C 
1 に置くと，約30分でプラーク形成能は，ほぼ最初のーになる。形質導入の能力も， プラーク形成能10 
の減少とまったく平行して減少していることがわかった。
7. tau phage の形質導入の能力は， tau phage のプラーク形成能に比して，紫外線に対して，
damage を受けにくい。このことは，他の形質導入 phage を用いて行なった Zinder や Arber 等の
結果と一致する。 6.7. から tau phage の不安定性は， bacteria への吸着能の不安定さによると考え
られる。
論文の審査結果の要旨
羽倉君は1961年大腸菌の雌細胞 (F-) では溶菌班をつくるが雄細胞 (F+ および Hfr) ではそれを
つくらない“tau" と称する特殊な溶原性プァージを発見しこの雌雄細胞における溶菌班の差異は雄細
胞のもつF因子により tau プァ -ilの増殖が抑制されるためで、あることを解析した。同君はさらにこ
の特殊なブァージを用いた形質導入(transduction) の模様を詳しく調査しているが，それによると
現在までに対象として調査した大腸菌の 14 種の遺伝子の中 lactose， maltose の醗酵能， purine, 
methionine, tryptophan 要求性の遺伝子だけを運び得ることがわかった口これらの遺伝子は大腸菌
の染色体に散在するもので特に一定個所に集っているものではないから，このブァ -ilは λブァージ
やや80ブァージのように特定の位置の遺伝子だけを運ぶブァ -il と異なり， Pl プァージなどと同じく
どこの遺伝子でも運び得るものと考えられる。しかしそれにもかかわらず上記のように限られた遺伝




またこれらの実験中 tau ブァージによる形質導入の頻度はF 因子により抑制を受けないこと，また
雄細胞へ形質導入を行なった場合はその細胞のほとんど全部が溶原化されるのに対し雄細胞へ形質導
入を行なった場合は大部分のものが溶原化されないという興味深い事実も見出されたD
なおこの tau ブァージは非常に不安定なブァージで，たとえばこのプァージを 4 0C におくと約 30
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分で溶菌班形成能が初めの約 1/10 になってしまい，また形質導入の能力も溶菌班形成能に比例して
減少する D しかし紫外線でこのブァージを処理すると溶菌班形成能も形質導入の能力も共に抑制され
るが，後者の方が抵抗性があるという興味深い現象が認められた口
以上羽倉君の研究は同君が初めて発見した大腸菌の雌細胞にしか溶菌班をつくらない特異的なブァ
-7./“tau" を用い溶原化の問題，形質導入の様式，ブァージの安定性等を詳細に研究したもので，微
生物遺伝学に寄与するところ多く，同君の参考論文と考え合わせて理学博士の学位論文として十分の
価値があるものと認める。
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